
平成20年度事務事業評価表 担当 内線等

①総合計画、市長マニフェストでの位置付け (該当しない事業については記入不要です。)

施策名

②事務事業の内容

③成果指標

④事業の概要

3,368㎡

6人被補償者数 63人 24人

用地買収面積 52,369㎡ 10,526㎡

項　　目 平成19年度実績 平成20年度実績 平成21年度計画

成果指標② 80.00% 89.05% 91.32%

成果指標① 90.98% 94.98% 96.26%

成果指標の
説明

(累計買収済面積／総事業用地面積)×100 (累計買収済人数／総事業用地所有者数)×100

指標の推移 平成19年度決算（実績） 平成20年度決算（実績）
平成21年度予算（計画）
※総事業費は判明分のみ計上

交渉業務等を円滑に行うことにより、最も重要な社会基盤である国道23号蒲郡バイパス
の促進及び整備を行い、地域経済の発展、道路交通網の整備、市民及び周辺住民の利便
性の向上と交通の安全の向上を図る。

① ②

成果指標名 用地買収率 買収人数

市長マニフェスト 都市基盤整備のまちづくり

市長マニフェストの執行状況 ４点　実施中であり、ほぼ達成できる見込み

対象(受益者) 国道23号蒲郡バイパス整備事業（幸田芦谷IC～蒲郡IC）に伴う用地交渉業務等について

手　　段
交渉業務等（連絡、地元及び庁内調整、交渉業務、代替地の詮索等）を協力することに
より

成果、目標

建設部　道路建設課 2274

事務事業名 幹線道路関連（国道23号蒲郡バイパス）整備事業

基本目標 ２．快適でやすらぎのあるまちづくり 道路

基本目標、施策に対する貢献度 ３点　施策の達成に非常に効果があった
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⑤事業にかかる人工 （単位：人）

人工計 2.07人
次長
課長級

1.02人 補佐級 0.60人 係長級 0.40人 一般職 0.05人 非常勤 0.00人 再任用 0.00人

⑥事業費 ※決算書、予算書に記載のある事業は決算書等の事業費を記載してください。（単位：千円）

事業費

人件費

合計

特定財源

一般財源

⑦事業の仕分け

説明

⑧総合評価

⑨改善点、問題点等

38,130

18,605

19,525

38,130

現在の課題、
問題点

平成20年代前半供用開始を目標に事業の進捗を図っているが、残っている地権者は、事
業に反対する者、条件付代替地を希望する者等、交渉が進んでいない。また、地価も下
落し、地権者の同意が得られにくい。

今後の改善計
画

人件費
を含む
事業費

財源
内訳

Ｃ 国・県・広域で実施
国道23号蒲郡バイパス整備事業は、国が事業主体であり、引き続き国と協
力し事業の進捗を図る。

総合評価 Ａ 現在の事業の進め方で十分効果があがっている

過去の改善点
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